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学生生活へ夢いっぱいの1,897人の入学

平成10年度富山大学入学式を挙行

一一 平成 1 0年 4 月 1 0 日 （金 ） 富 山 市芸術文化ホ ー ル 一一

平成 1 0年 度富山大 学 入 学式が， 去る 4 月 10 日 （ 金） 午前 10時30分から富山市芸術文化ホー ル （ オーバー ドホール ） に お

い て挙行 されました。

ま ず， 時 津 学 長 から学 部 入 学 生 1,624人 ， 大 学 院 入 学 生 273人， 合計1 ,897人 （ うち 外国 人 留 学生60 人を含む。 ） の 新 入 生

に 入学許可宣言があ り 続い て学長から告辞があ り ました。

これに 対して， 新 入 生を代表して理学部数学科伊藤彩さんが 「私たち新入生一 同は， 在学 中 学則を守 り ， 自己の 研翁 に

努め， さらなる 未来への 展望を広げる と と もに ， よ り 一 層の 学識を深める よう努力い たします。」 と 力強く宣誓し， 入 学

式を終了しました。

式終了後， 新 入 生 を歓迎して本学 合 唱団， ギ タ ー ・ マン ドリ ン ク ラ ブ及 び フィlレハーモ ニー管弦楽団 に よる 合 唱及 び演

奏があ り ， 引き続き1 1 時20分から教養 教 育 及 び学生部・ 保健管理セン タ ーのオリ エ ン テ ー シ ヨン （ エ イ ズ講演 会 ） が行 わ

れました。

.... 受付を終え式場へ入る入学生

｜ 入学式学 長告辞 （ 全 文 ）

学 長 時j峯 貢
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.... 学長の入学許可宣言を受ける入学生

本 日 ， ここに 平成 10年 度富山大学 入学式を挙行 い たし

ます こ と は， 本学 に と って誠 に 喜ばしいこと であ り ます。

留学生を含む総数1,897名 に およぶ入 学 生 の 皆さん， ご

両親およびご家族の 方 々 に 心からおめで と う と お祝い 申

し上げます。

富山大学は人 文， 教 育 ， 経済 理学， 工学 の 五つの 学

部からな り ， 人 文 ・ 社会系 と 自然科学 系 を 有す る 総合 大

学です。また， 人 文科学， 教 育 学， 経済 学 の 大 学 院 各研

究科修士 課程があ り ， 理学 と 工学を融合した大 学 院 理 工

学研究科博士課程が今年発足しました。
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富山大 学は， 五年 前 から大幅な教 育 改革を他大学 に 先

駆けて行 い ， 教 養 部を廃止して． 一年 生から新し い 教 養

教 育 的なカ リ キ ュ ラ ム を成 立させ． 専 門教 育 と 両輪と な

る くさび形教 育 を実践して参 り ました。大 学 の 教 育 目標

は， （ ー ） 基礎学力 （ 二 ） 協調 性 （ 三 ） 創造性の 育 成 を

めざしています。

（ ー） 基礎学力の 育 成 は， 体力づく り や語学教育 の他，

専 門基礎教育 と 教養 教育 に よ り 行 われます。専 門基礎教

育 は， 専 門教 育 の 基礎的な知 識 ・ 技術を修得させ る 科 目

で， 数学， 物理， 化学などの 他， それらの 専 門への 応用

基礎科学 に 相当します。教 養教 育 は 「人間 形成教 育 」 に

相当し， 国 際 的な歴史， 異文化の 他， 倫理， 哲学 ， 価値

観の 学 びであ り ， 広い 教 養 と 豊かな人間 性． それ に 基づ

く自主 的 ， 総合 的な判断力の 育 成をめざしてい ます。

そして 「自己の 輿味 と 関 心」を興起し， 将来進むべき

目的 意欲に よって， 「専 門教育 」 に 取組むの です。その

問， 最近は学習 意欲を失い がちな学生も見受けられま す

が， 指 導教 官 と 学生が膝を交えて 「大学で学問をす る こ

と 」の 動機づけやきめ細かい カ ウン セリ ン グも行ってい

ます。

（ 二 ） 協調 性の 育 成 に つい ては， 本学は， 入 学 者の 多

様化を図 る 目的 で， 毎年 入 試制 度を見直してい ます 。最

近， 入 学生 の 出身別 では， 県内 が約30パー セン ト， 県 外

と 国 外留 学 生 が70パーセン トであ り ます。社会人， 帰国

子 女の 他， 普通高 校， 専 門高 校， 総合学 科 の 卒業 生 ， さ

ら に 三年 次 に なれば編 入 学生を高専 ， 短大 ， 大学等から

の 広い 専 門分野からも受け入れてい ます。その他， 本学

は国 境を越えた四か国 と の 交 流も進み， 総数二百余名 に
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の ぼ る 学部学生． 研究生 や大学院生が在学してい ます 。

このよう に 本学は， 多様な学生 と の 交 流の 場で 「共存，

共生Jの精神で， 国 際感覚の 豊かな協調 性が培わ れ る こ

と を期待しています。幸 い富山県は， 豊かな生 活環境 に

おい ても全 国 の トッ プレベル に あ り ， ア ル プ ス 連 峰， 日

本海など山 と 海 に 近く． 四季を通じての ク ラ ブ活動など

興味を膨らませ． 快適で健康な交 流が深められます 。 こ

の ような成果が学 部 の 卒業研究， 大 学 院 の 研 究 における

プ ロジェ ク トづく り など研究協力の 場 に 生かされる こ と

を期待しています。

（三） 創造性の 育成 に ついては， 資源を持たない 我が

国では 「人Jだけが資源である こ と を忘れてはならない。

21世紀は 「知 の 時代」。人間 の 知 性 と 理性を大 切な資源

と すれば， 「人づく り 」や 「研 究Jが不可欠 と な り ます。

創造性 と は， 「既成 の 概念を越えた新しい 概念を 生 み出

す こ と 」 と 定 義 されてい ま す 。基本的 に は生 来 の 素 質

（ 個性） を人間 形成などの基礎教 育 に よ り 自己把握から

独創性を生み出し， つい て全体把握をして群創へ と シ ス

テ ム アプ ロー チす る こ と が肝要です。

創造性の 育 成は． 学生諸君の 日 々の 生 活 や教 育 と 研 究

環境の 下 で一人一人の 「生 きがい創造J と な り ， 人生 の

核づく り と なる でしょう。 「人は皆幸せ に なる ため に 生

まれてきたJの です。そして 「人生で一 番立派です ばら

しい こ と は」 と 問い かけられれば， 福 沢諭吉の 逸話を思

い出します。それは 「生涯貫く仕事を持つこ と である J。

この 二勾を大 切 に 有意義な学生生活を送られ， 国 際感覚

をもっ創造性豊かな人材 と して21世紀で大 活躍され る こ

と を期待して告辞 と い たします。
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（ 省 令）

O国立大 学 の 大 学 附 置 の研究所の研究部 門 に 関 す る 省令

の 一 部を改正す る 省令 （ 文 部17)

（ 平10. 4. 1 官報第2352号 ）

0国 立学 校における授業料その 他の 費用に 関 す る 省令 の

一 部を改正す る 省令 （ 同18)

（ 平10. 4 .  1 官報号 外第66号 ）

（ 規 則）

0人事 院規則 9 - 1 （ 非常勤職 員 の 給与） の 一 部を改正

す る 人 事 院規則 （ 人 事 院 9 - 1 -15) 

（ 平10. 4. 1 官 報 第 2352号 ）

0人事 院規則 9 - 6 （ 俸給の 調 整額） の 一部を改正す る

人 事 院 規則 （ 同 9 - 6 -33) （ 向上 ）

0人事 院規則 9 -17 （ 俸給の 特 別 調 整額） の 一部を改正

す る 人 事 院規則 （ 同 9 -17-66) （ 向上 ）

0人事 院規則1 1- 8 （ 職 員 の 定 年 ） の 一部を改正す る 人

事 院 規則 （ 同1 1 - 8 - 7 ) （ 向上 ）

0人事院規則15-14 （ 職 員 の 勤務 時 間 ， 休日 及 び休暇）

の 一 部を改正す る 人事 院規則 （ 同15-1 4- 7 )  （ 向上 ）

O人事 院規則16- 0 （ 職 員 の 災害補償） の 一 部 を改正す

る 人事院規則 （ 同16- 0 - 21) 

（ 平10. 4. 1 官報号 外第66号 ）

0人事院規則 1 -4 （ 現行の 法律， 命令及 び規則の廃止）

の一部を改正する人事院規則（同1-4-17)
（ 平10. 4 .  2 官報第2353号 ）

0人事院規則 9 - 6 （ 俸給の 調整額） の 一部を改正す る

人事院規則 （ 同 9 - 6 -34) 

（ 平10. 4. 30 官報第2372号 ）

0人事院規則 9 -55 （ 特 地 勤務手当等） の 一 部 を改正す

る 人事 院 規則 （ 同 9 -55-46) （ 向上 ）

（ 告 示）

O大学等における 組換えD N A実験指針の一 部を改正す

る 件 （ 文 部84)

（ 平10. 4 .  30 官報号外第86号 ）

司司l!)[!)
富山大学学生交流規則の一部改正

富山大学学生交流規則の一部改正理由…ー ・ー

「大学 問特 別 研究学生交流協定 に 基づき国立大学 において研究指導を受け る 公立又は私立の 大 学 の 特別研 究 学

生 に 対す る 授 業 料の 取扱い に つ い てj （ 平成10年 3 月 10 日 付け文高学第150号高等教 育 局 長通知）の 通知 に 基づき，

特 別 研 究学生が大 学 問特 別 研 究学生交流協定 に よる 公立又は私立の大学 の 学 生 の 場 合 の 授 業 料 の 取 扱 い が改 めら

れたこ と に 伴い， 所 要 の 改正を行 う。

富山大 学 学 生 交 流規則の 一部を改正す る 規則を次 の と お り 制定す る 。

平成 1 0年 4 月 17 日

富山大学学生交流規則の一部を改正する規則

富山大 学 学 生 交 流規則lj （ 平成 7 年 3 月 17 日 制定 ） の ー

富山大学長 時 浮 貢

部を次 の よう に 改正す る 。

第 25条第 4 項ただし蓄を次 の よう に 改める 。
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ただし， 大 学 問相互単位互換協定に基づく特 別聴講学

生又は大 学 問 特 別 研 究 学 生 交 流協定に基づく特 別 研 究 学

生が公立若しくは私立の 大 学 の 学生 である と きは， 授 業

料は徴収しない。

幸E 第 400号

附 則

この規則は， 平成 10年 4 月 1 日 から施行 す る 。

富山大学機器分析センタ一規則の制定

富山大学機器分析センタ一規則の制定理由一一

富山大学 に ， 学 内 共同利用施設 と して富山大学機器分析セン タ ーを置くこ と に 伴い， 所 要事項を定める 。

富山大学 機器分析セン タ 一規則を次 の と お り 制定す る 。

平成 10年 4 月 17 日

富山大学機器分析センタ一規則

（ 設 置 ）

第 1 条 富山大学 （ 以下 「本学 j と いう。） に， 富山大

学 機器分析セン タ ー （ 以下 「セン タ ーj と いう。 ） を

置 く。

（目的 ）

第 2 条 セン タ ーは， 各 種分析機器等 （ 以下 「機器」 と

いう。 ） を集 中 管理し， 学 内 の 共同利用に供す る と と

も に ， 分析 ・ 計測技術 の 研 究 開 発等を行い， もって本

学 における 教 育 研 究 の 進展に資す る こと を目的 と す る 。

（ 業 務 ）

第 3 条 セン タ ーは， 前 条の目的を達成す る ため， 次 の

各号に掲げる 業 務 を行 う。

(1) 機器の 管 理 運用に 関 す る こ と 。

(2) 機器の 共同利用に 関 す る こ と 。

(3) 分析 ・ 計測技術の 研 究 開 発 ， 情報収集 及 び提供に

関 す る こ と 。

(4) 分析 ・ 計測に 係 る 教育訓練に関 す る こ と 。

(5) その他セン タ ーの 目的 を達成す る ために必要な事

項

（ 組織 ）

第 4 条 セン タ ーに セ ン タ ー長を置く。

2 前 項に規定す る 者のほか， セン タ ーの 運営 に 必要 な

職 員 を置くこ と ができ る 。

3 セン タ ー長 は， 本学 の 教授 の うちから第 5条に 定め

- 6 -

富山大 学 長 時 津 貢

る 運営 委 員 会 の 推薦 に 基づき， 学長が命 ず る 。

4 セン タ ー長は， セン タ ーの 業務を掌理 す る 。

5 セン タ ー長 の 任 期は. 2 年 と し， 再任を妨げない。

（ 運 営 委員 会 ）

第 5条 セン タ ーに， セン タ ーの 管 理 及 び運営 に 関 す る

重要事項を審議す る ため． 富山大学機器分析セン タ ー

運 営 委 員 会 （ 以下 「運営 委 員 会」 と いう。 ） を置く。

第 6 条 運 営 委 員 会 は， 次 の 各号 に 掲げる 事項を審 議 す

る 。

(1) 管理運営 の基本方 針に 関 す る こ と 。

(2）事業 の 計画 及 び実 施 に 関 す る こ と 。

(3) セン タ ー長 の 推薦 に 関 す る こ と 。

(4) 予 算概算 の 方 針に関 す る こ と 。

(5) その他セン タ ーに関 し必要な事項

第 7 条 運営委員 会 は， 次 の 各号に掲げる 委 員 をもって

組織す る 。

(1) セン タ ー長

(2) 教育学部から選出された教授又は助教授 1 人

(3) 理学部 及 び工学部から選出された教授又は助 教授

各 2 人

(4) 水素同位体機能研 究セン タ ーから選出された教 授

又は助 教授 1 人

(5) 地域共同研究セン タ ー長

2 前項第 2 号から第 4 号 までの 委 員 は， 学長が委嘱す

る 。

3 第 1 項第 2 号から第 4 号 までの 委 員 の 任 期は 2 年 と
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し， 再任を妨げない。 だたし， 欠員 が生じた場 合 の

後任 の 委 員 の 任 期は， 前 任 者の 残任期間 と す る 。

第8 条 運営 委 員 会 に 委 員 長を置き， セン タ ー 長をもっ

て充てる 。

2 委 員 長は， 運 営 委 員 会を招集し， その議長 と なる 。

ただし， 委 員 長 に 事故ある と きは． 委 員 長 があらかじ

め指名した委 員 がその 職務を代行す る 。

第9条 運 営 委 員 会は 委 員 の 半数以上が出席しなけれ

ば開 会 できない。

2 議事は， 出席者の 過半数をもって決す る 。 ただし，

可否同数の と きは， 議 長がこれを決す る 。

（ 意 見の 聴取 ）

第10条 運 営 委 員 会 が必要 と 認めた と きは， 委 員 以外の

者の出席を求めて意見を聴くこ と ができる 。

（ 専 門委 員 会 ）

報 第 400号

第 1 1条 運 営 委 員 会 に ， 専 門的事項を検討 す る ため， 必

要 に 応 じて専 門委員会を置く。

2 専 門委 員 会 に 関 し必要な事項は， 運 営委 員 会 の 議 を

経 て， セン タ ー 長 が定める 。

（雑員IJ)

第12条 この規則 に 定める もの のほか， セン タ ー の 運 営

に 関 し必要な事項は， 運営委員 会の議を経て， セン タ ー

長が定める 。

（庶務 ）

第13条 セン タ ーの庶務は． 当分の 問， 工学 部事務 部 に

おいて処理す る 。

附 員lj

この規則は． 平成10年 4 月 1 日 から施行 す る 。

ミl � [!) 
第5回開学50周年記念事業委員会（ 4月14日）

（審議事項）

(1) 関学50周年 記念事 業 に ついて

(2) その他

第3回環日本海地域研究センタ一運営委員会（ 4月16日）

（協議事項）

(1) 環 日 本海地域研 究セン タ 一室 について

(2) 環 日 本海地域研究セン タ ーの英 文 表 記及 び略称 に

ついて

(3) 平成 1 0年 度事業計画 に ついて

(4) 平成 10年 度共通経費の 要 求 に ついて

(5) その他

第1回部局長懇談会（ 4月17日）

（議 題）

(1) 当面の諸問題 に ついて

(2) その他

第1回評議会（ 4月17日）

（審議事項）

(1) 富山大 学 学 生 交 流規則の一 部改正について

(2) 富山大 学 機器分析セン タ 一規則の 制定 に ついて

(3) 外国 人 教 員 の 任期 に ついて

(4) 富山大学名誉教授称号授与に ついて

(5) 学 生 の 除籍について

(6) その他

第1回附属図書館商議会（ 4 月 21 日 ）

（議 題）

(1) 平成 10年 度 附属 図 書館運営費 について

第1回事務協議会（ 4月21日）

（審議事項）

当面の諸課題 に ついて

第1回授業料等減免選考委員会（ 4月23日）

（議 題）

(1) 平成 10年 度大学 院 入 学 生 の 入 学料免除者の 選考 に

ついて

(2) その他

第1回留学生会館運営委員会（ 4月28日）

（議 題）

(1) 平成 10年 4 月 留 学生会館入居者の 選考 に ついて

(2) その他

-7-
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異動区分 発令年月 日 氏 名

f采 用 10. 4 . 13 近藤 俊彦

今 高山 恭一

，， 油井 晶代

，， 熊谷さお り

，， 島先 厚至

，， 大 橋 正浩

，， 中 根 一 剛

，， 加藤 奏

10. 4 .  17 渡遁 美香

10. 5.  1 中 井 精一

昇 任 10. 5 . 1 古田 高士

，， 米山 嘉治

退 1哉 10 .  4 .  12  高桑 幸子

臨時的任用 10. 4 .  13 高桑 幸子

育児休業 10. 4 . 13 脊戸みちる

� 寸ー 報

���� 
異 動 前 の 所 属 官 職

助 手 理 学 部 （ 数学科数理解析）

助 手 工 学 部 （物質生命 シ ス テ ム
工学科応用化学 ）

教 諭 教育学部 （ 附属養護学校）

教 諭 教育学部 （ 附属養護学校）

昌司）�［！）

第 400号

異 動 内 ，合冨＇＂＇・

事
情

務
報
補
サ

佐ー
員

ビス
（
係
附属

）
図書館情報サー ビス謀

今 ，， 

,, ，， 

，， 今

。 今

,, 。

，， dシ

。 ，， 

教務補佐員 （ 人文学部 ・ 理学部化学科 ）

助教授 人文学部 （ 言語文
東

化学科
日 本 洋言語文化）

助教授 理 学 部 （ 数学科情報数理 ）

講 師 地域共同研究セン タ ー

平成10年 4 月 1 1 日 限 り 任期満了退 職

教 諭 教育学部 （ 附属養護学校）
～ 1 1. 2. 1 2) 

育児休業 （ ～ 1 1. 2. 1 2) 

ロシア連邦モスクワ物理工科大学と大学間交流協定を締結

本学では， 去る 4 月 21 日 に ロ シ ア連邦モ ス ク ワ 物理 工

科大学 と の 聞において大学 問学術交 流協定を締結しまし

た。

今回 の 学術交流協定の 締結 は 大学 問協定 と しては遼

寧大学 ， マレイ シ ア工科大学 に 次 い で 3 大学目であ り ．

時 津 学 長 ， 宮下 工 学 部 長 及 び坂井工学 部教授が同大 学 を

-8 -

訪れ， 時津学長 と ク ドゥリア フツエ フ学 長がそれぞれ協

定舎に 調 印し， 取 り 交 わしました。

モ ス ク ワ 物理工科大学は， 学 生 数約 8,000 人 ． 教 員 数

約 1, 200人 の 規模を要 す る 物理 系 の 国 立大 学 として， ロ

シ ア国 内におい ては筆頭の レベル に あ り ， これまで に 3

名の 研究者がノーベル賞（物理学賞） を受賞されてお り ，



平成 10年 5 月 発行 品主→ー

この たびの 学術交流協定の 締結 によ り ， 物理 ・化学 ・ 生

物 ・ 数学・ 工学等の分野におい て教 官 ・研究者の交流，

共同研 究 及 び研 究 集 会 の 実施等を積極的 に行 うこ と によ

り ， 今後， 一 層充実した交流が実 施されてい くもの と 期

待されます。

報 第 400号

企 協定調印後握手を交わす時運学長（左）と

クドゥリアフッェフ学長

0遼寧大学長（中国）が来学O

去る 4 月 13日 （ 月 ） 中華人民共和 国遼寧大学劉学 長ほか 3 名が来学されました。

今回 の 訪問は． 学術交流協定を締結 してい る 日 本の 大学を訪れ， さらなる 学術交流活動の 発 展 と 相互理 解のため来 日

し， 本学を訪問されたもの です。

本学では， 1984年 5 月 に学術交流協定 （ 大 学 問 ） を締

結 してお り ， 13日 は学長を表敬訪問され， 学長室で学長，

学 部 長等が出席して懇談を行 い ました。

翌日 日 午前 中 は， 遼寧省出身留 学生 （出席者 8 人 ） と

人 文 学 部上野． 末 岡 両助教授が出席して懇談会が行われ，

午後は富山県 知 事を表敬訪問の後， 市内見学をして友好

の う ち に 日 程を手冬了しました。

代表団のメン バーは次 の と お り です。

校長 （ 学 長 ） 劉 祁 譲 （化 学 教 授 ）

物理系 （物理 学 部 ） 主任 千 文 甲 （ 理学博士 教授 ）

外事処処長 王 銘 （ 歴史学 助教授 ）

科研処処長 陸 傑 栄 （ 哲学博士 教授 ）
企 挨拶する劉学長（学長室）

ロモノソフ・モスクワ大学計算数学及び人工頭脳学部と学術交流協定を締結

工学部では． 去る 4 月 20 日 （ 月 ） に ロ シ ア連 邦 ロモ ノ

ソ フ・モ ス ク ワ 大 学計算 数学 及 び 人 工頭脳学部 と 学部 間

学術交流協定を締結 しました。

調 印 式は， 宮下 工学部長 と 坂井教授がロモ ノソフ・モ

ス ク ワ 大 学を訪れ， 宮下学 部 長 と コ ストマロ フ学 部 長 が

協定書 に署名し． 今後 の交流の躍進を誓い ました。

ロモ ノソ フ・モ ス ク ワ 大学は． 学生 数28,000人 の 国 立

の 総合大学で， 特 に国 際交流には積極的で， 今回 の 協 定

締結 にも大きな期待を寄せてお り ， 訪問団は盛大な歓迎

を受けました。

企 協定締結後握手を交わす宮下工学部長（右） と

コストマロフ学長

- 9 -



平成10年 5 月 発行 ..,,, ザー 幸E

平成10年度 富山大学公開講座

平成10年 度富山大学 公開 講 座 と して次の 13講座が実施されます 。

講 座 名 開 設 日 時 定員 受講料 申 込 期 間

幼児と環境
5月20日－7月22日

一保育の今とこれからー 水曜日 19時～20時30分 30名 6,400円 5月 8 日～5月18日
9 回

教
6月 4 日～ 7月 2 日

財政金融問題の読み方 木曜日 18時30分～20時30分 30名 5,400円 5月18日～5月29日
5回

6月 6日～7月25日
自然と生き物のしくみ 土曜日 14時～15時30分 30名 6,400円 5月18日～5月27日

8 図
養

6月20日～ 7月18日
人と出会い 土曜日 13時～16時 30名 6,400円 6月 1 日～ 6月12日

5回

10月 1 日～10月 9 日
生活テ・ザインを見直そう 18時30分～20時 30名 5,400円 9 月14日～ 9 月25日

講
7回

パソコン教室（I) 10月17日～11月14日
土曜日 9 時～12日寺 15名 6,400円 9 月28日～10月12日Window s入門
5回

10月22日～11月12日
小泉八雲と「へルン文庫j 木曜日 17時～19時 20名 5,400円 10月5日～10月16日

座 4 回

11月14日～12月12日
女性学 男性学（ill) 土曜日 13時30分～16時30分 50名 6,400円 10月26日～11月 9 日

5回

健
［硬
康・ スポーツ教室 7月27日～ 7月31 iヨ

式テニス（初心者） 18時～21時 20名 6,400円 7月 6日～7月21日
健 コースj 5回

健康・ スポーツ教室 8 月19日～ 8 月27日
康 ゴルフ（初級者）コースJ 6日寺～ 8 時（27日は13時～16時） 20名 6,400円 7月27日九8 月12日

7図
ス
ポ 健康・ スポーツ教室 12月18日～12月22日

「硬式テニス（初級者） 18時～21時 20名 6,400円 11月24日～12月11日
、y コースJ 5回
講
座 1 月23日～ 1 月24日

「親子スキー教室J 20キ且 6,400円 12月 1 日～12月22日
2 日間

｜体講
新しいもの創り

7月30日 9 時30分～16時

-21世紀へのアプローチー 7月31日 10時～17時 40名 無 料 6月15日～ 6月26日

lg書店 2 日間

第 400号

対象者 実 施 場 所

市民一般 富山大学教育学部

市民一般 富山大学墨田講堂

富山大学人文・社会系市民一般 共通教育棟

市民一般 富山大学黒田講堂

市民一般 富山大学黒田講堂

富山大学生涯学習市民一般 教育研究センター

市民一般 富山大学附属図書館

富山大学人文・社会系市民一般 共通教育棟

富山大学硬式テニス市民一般 コート及び第1体育館

呉羽カントリー市民一般 練習場及び コ ース

市民一般 富山大学第l体育館

市民一般 牛岳ス キー 場
（親子）

中学 生 富山大学工学部

（泊 各講座は， 県民カ レッジ と 連携講座になってい ます。 （ ただし ， 「新し いもの 創 り 」 （ 体験講座） 」は除く）

問い合わせ先：富山大学生涯学習教育研究センター 〒930-8555 富山市五福3190番地

T E L (0764) 45-6956 

渡航の 種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

10. 4 .  5 

外国 出張
不均一系立体区別 酸化触媒の 開発

理 学 部 助教授 大 津 力 ベ jレ ギ
に 関す る 研究

1 1 .  2. 5 

- 10 -
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渡航の 種類 所 属

外国 出張 工学 部

，， 

工 学 部

，， 

，， 

海外研 修 理 学 部

人 文学部

，， 

理 学 部

氏 名

（ 国 籍）

ヨ 一 ゼ フ

エ ル ス タ ー

（チェコ共和国 ）

職 氏 名

助教授 岡 田 裕 之

助 手 中 茂 樹

学 長 時 i事 貢

教 授 宮 下 尚

教 授 坂 井 純 一

教 授 熊 i峯 英 博

教 授 小 松 美英子

教 授 湯 川 純 幸

助教授 上 野 隆 三

助 手 辻 瑞 樹

� 寸一 報

渡 航 先 国

ア メリカ合衆国

ア メリカ合衆国

ロ ン ア 連 手日

ロ ン ア 連 手目

ロ ン ア 連 手IS

大 韓 民 国

d口，、 湾

ア メリカ合衆国

中 華 人 民 共 和 国

イ ン ドネ シ ア

第 400号

目 的 期 間

10. 4 .11 
MRS1998年春季講演会及び シ ン
ポジウムに出席， 研究発表等

10. 4 . 18 

10. 4 .11 
MRS1998年春季講演会及びシン
ポジウムに出席， 研究発表等

10. 4 .18 

モ ス ク ワ物理 工科大学 と の大学問 10. 4 . 18 

交流協定の 締結及び高等教育研究
機関 の 現状調査 10. 4 .  26 

モ ス ク ワ物理 工科大学 と の大学問 10. 4 . 18 

交流協定等の 締結及び高等教育研
究機関の 現状調査 10. 4 . 26 

モ ス ク ワ物理 工科大学 と の大学 問 10. 4 . 18 

交流協定等の 締結及び高等教脊研
究機関の 現状調査 10. 4 . 26 

反応、を｛半う物質移動及び高分子組 10. 4 . 19 

織中での 拡散に 関 す る 共同研究の
打合せ等 10. 4 . 25 

10. 4 .  7 
「ヒトデの生殖と 発生」 に 関 す る

共同研究
10. 4 . 11 

言語と ジェンダー に 関す る 研究 打 10. 4 .22 

合せ及び第5 回パーク レイ女性と
言語会議に出席 10. 4 . 29 

「第 2田中 日 若手フォーラム21世 10. 4 . 24 

紀の 中 国 と 日 本」国 際 シ ン ポジウ
ムに出席等 10. 5 .  9 

10. 4 . 25 
ツムギアリの 用いた生態的防除等
に 関す る 討議

10. 5 . 10 

⑥⑨⑤⑧⑤⑤ 
本 国 に おける

来 学 目
所属 機 関 ・ 職 名

的 本学受入れ先 期 間

10. 4 .16 
南ボヘミア大学生物科学部 理学 部・教 授

研究討議
植 物 研 究 所 長 小 島 賀

10. 4 .  20 
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＜住所変更＞

音日 局 名 p目ム『． 職

教 育 寸，，＿，ー． 部
教 授

（ 家政教育）

教 諭
今

（附属養護学校）

経 i斉 寸且ゐ- 部
教 授

（理論経済学）

助 教 授，， 
（応用経済学）

理 主寸且d． 音日 教 授

（ 情報数理）

教 授，， 
（反応物性化学）

工 学 部
助 教 授

（ 応用化学 ）

文部事務 官，， 
（ 学務主任 ）

＜新任者住所＞

部 局 名 F呂- 職

事 務 局 長

庶 務 部 庶 務 部 長

文部事務 官
。

（人事課専門職員）

文部事務 官
，， 

（企画室企画係長）

経 理 部 主 計 課 長
、

文部事務 官
，， 

（軽理謀管理謀長）

文部事務 官
，， 

（問書情報担郡長）

文部事務 官
。

（絃醜用駐任）

施 設 5果
文部事務 官
（工営係）

- 12-

品.t,ザー 報

��［！）司

氏 名

松 Jll ＝ 郎

長j賓 由 香

小 倉 利 丸
一

中 村 和 之

久 保 文 夫

金 坂 績

蓮覚寺 聖

村 田 美 憲

氏 名

水 上 修 一

秦 文 男

作 井 功

朝 野 真

神 野 政 幸

大 場 和 夫

牧 石 信 康

田 村 修 一

釜 谷 充 哉

第 400号



平 成 1 0年 5 月 発行 学 報 第 400号

部 局 名 官 職 氏 名

学 生 部 学生部次長 j議 釜 康 雄

か
文部事務F昆.... 

（厚生語専門職員）
御 福 隆

人文学部 ・ 理学部
文部 事務 官

松 下 義
（事務長補佐）

春

，， 
文部事務 官
（ 学務第ー係長）

湯 浅 健 一

，， 
文部事務 官
（庭事係人事主if)

西 田 等

，， 
事務補佐員
（ 化 学 ）

渡 遁 美 佳

人 文 三－且f． 部
助 教 授

（人間基礎論）
田 畑 真 美

，， 
助 教 授

（国際文化論）
鈴 木 信 昭

，， 
助 教 授

（文化環境論）
跡 上 史 郎

，， 
助 教 授

（ヨー目7パ語文化）
武 田 昭 文

,, 
講 師
（国際文化論）

小 野 直 子

，， 
講 日市
（文化環境論）

内 山 純 蔵

’シ
講 師
（日本東洋言語文化）

梁 有 紀

教 育 学 部
助 教 授

（家政教育）
磯 崎 尚 子

，， 
文部事務 官
（庶務係長）

門 前 剛 一

11 
文部事務 官
（教務第一主任）

佐 藤 修

。
教 諭
（附属小学校）

j華 柿 教 淳

，， 
副 校 長
（附属中学校）

大 津 保

，， 
教 諭
（附属中学校）

有 島 洋 之

，， 
教 E命
（ 附属養護学校）

秋 元 伸 吾

，， 
教 E命
（附属養護学校）

保 里 良 隆
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部 局 名 ，局Aー・ 職 氏 名

教 育 寸且4与- 部
副 園 長

（附属幼稚園）
常 川 允 子

，， 
教 5命
（附属幼稚園）

i可 崎 美 香

，》
文部事務 官
（帽学技会計主任）

永 井 昭 光

経 済 主寸且ー． 音E 助 教 授
（民事 法 ）

片 岡 宏一郎

,, 
講 自市
（ 経 営 学 ）

内 田 康 郎

,, 
助 手
（ 経 営 学 ）

馬 駿

理 十主主． 音日
助 教 授

（反応物性化学）
鈴 木 炎

，， 
講 自市
（環境化学計測）

張 勤

工 学 部
教 授
（電気システムI学）

升 方 勝 己

,, 
助 教 授
（生命工学 ）

安 川 洋 生

，》
講 師
（接融制調情報工学）

佐 竹 信 一

，， 
助 手
（竜干物性デバイス工学）

ニ 井 隆 志

。
文 部 技 官

（電子物性デバイス工学）
キオノミド＝ 雅 之

。
文部事務 官

（用度第一主任）
野 津 和 子

。
文部事務 官
（ 庶務 係 ）

山 本 徹

，， 
文部事務 官
（ 用 度 係 ）

川 成 淳 也

’， 
事務補佐員
（ 庶務 係 ）

東 海 香 織

次〉
事務補佐員
（電気システム工学）

柳 井 1留美 子

，， 
事務補佐員
（知能システムI字）

竹 島 結 実枝

，， 
事務補佐員
設計生産工学）

ill 崎 宏 子

�ft 属 図 書 館 情報サービス課長 田 中 成 直
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ー

部 局 名 ，昌Aー・ 職 氏 名

附 属 図 書 館
文部事務 官

脇 坂 勝 人
（参考調査係長）

文部事務 官
高 尾 京 子，， 

（ 参考調査係 ）

事務補佐員
安 部 公 子，， 

1 繍サービス係） l 

ミ』ミlfEJミJ
本 部｜ 文 千品同・ 部

4 月 2 日 第 1 回自己点検評価 委 員 会 管 理運営専 門委 員 4 月 6 日 「人文学部のしお り 」編 集 委 員 会

§; 、 7 日 学部学生 生 活 委 員 会

国 立大 学 協 会 第 7 常置 委 員 会 （ 学 士 会館 ） 独立大学 院研究科 （博士課程 ） 設 置 に 関 す る

7 日 第 1 回 教 養 教 育 委 員 会 実施 専 門 委 員 会 合同委 員 会

8 日 第 1 回 教 養 教 育 委 員 会 管理運営専 門 委 員 会 8 日 学部就職指導 委 員 会（持 ち回 り ）

第 1 回 国 際交流委 員 会留学生部会 教授会

9 日 第 1 回自己点検評価 委員会教育活動専門委員会 教授会（ 人 事 ）

1 0 日 平 成 10年 度入 学 式 （富山市芸術文化ホ ー ル ） 研究科委員 会

教 養 教育 オ リ エ ン テ ー シ ョン ， 学生部・ 保健 10 日 大学院新入生 オリエ ン テ ー シ ョン

管 理 セン タ ー オ リ エ ン テ ー シ ョン 13 日 学部新入生 オリエ ン テ ー シ ョン

第 2 回自己点検評価委員 会管理運営専門委員会 1 5日 学部将来計画 委 員 会

13 日 遼寧大学学長来学 学 部 入 学者選抜方 法検討 委員 会

1 5日 日 本育英会奨 学 生 の 出願説明 会 20 日 学部教育実習 委員 会

教 養教育推進特 別 委員 会 22 日 独立大学院研究科（博士課程 ） 設 置 に 関 す る

21 日 大 学等就職問題連絡 会 議 （県民会 館 ） カ リキュラ ム部会

ロ シ ア連邦モ スク ワ 物理工科大学 と 大学 問 学 教授会

術交流 協定を締結 （ モ スクワ 物理工科大 学 ） 教授会 （ 人 事 ）

22 日 公務 員採 用試験 に 関 す る 説明 会 23 日 「人文学部のし お り 」編 集 委 員 会

23 日 体育施設運営協議会

体育施 設 委 員 会
教 育 声守昌・、

23日～24日 大 学評価セミナ ー （知水会館 ）

第84回 東海・北陵地区会計系部課長会議 （ オ ー 4 月 6 日 附属小 学校 第 l学 期始業式

ク ラ アクト シ ティホテル浜松 ） 7 日 学部学生 生 活 委 員 会

24 日 第 l回 教 養教 育 委 員 会企画専 門 委 員 会 研究科 委 員 会 小 委 員 会

28 日 第 1 回自己点検評価 委 員 会研究活動等専 門 委 学部改組 ワ ーキンググループ 会議

員会 学部教務委員 会
第 2 回 国 際交流 委 員 会留学生部会 附属小 学校 入学式

30 日 第 3 回自己点検評価委員 会管理運営専門委員 会 附 属 養 護 学校 第 l 学期始業 式

8 日 学 部 入 学試験委員 会

研究科 委 員 会
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8 日 教授会
理 学 音E

人事教授会

附 属 養護学校入学式 4 月 3 日 理工学研究科 設 置 準 備 委 員 会 理 学 部 会

附 属 中 学校 及 び附属幼稚 園始業式 学部予 算 委 員 会

9 日 附 属 中 学校 入 学 式 6 日 学科長会議

10 日 教 育 学研 究 科 新 入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 理工学研究科博 士 前 期 課程理学部会

附 属 幼稚 園 入 園 式 教授会

13 日 前学期授業 開 始 人 事教授会

学 部 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 排水安全委員 会

15 日 紀要編 集 委 員 会 9 日 実験廃 液 の取扱い に 関 す る 講習 会

学部改組 に 係 る 意 見交換会 理工学研究科博士前期 課程理学部会教務小 検

教 育 実習 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （ 3 ' 4 年次 ） 討委員 会

主免 ・ 副 免 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （ 2 年次 ） 理学部 案 内 編 纂 委 員 会

22 日 教 育 実 習 検 討 委 員 会 14 日 学部学生生 活 委 員 会

研究科後発教科整 備 委 員 会 1 5 日 学 部 入 試改 善 委 員 会

人事教授会 学 部 図 書委 員 会

学 部 入 学試験委 員 会 学部就職指 導 委 員 会

23 日 学部 カ リ キ ュ ラ ム 委員 会 理工学研究科委員 会 （ 特 別 ）

27 日 学部改組 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ会 議 学部教育実習 委 員 会

学 部 教務 委 員 会 16 日 ガ ラ ス 工作 室 運 営 委 員 会

28 日 大 学 院 連 合 教 育 学研究科 （博士課程 ） 設 置 構 21 日 学部教務 委 員 会

想 委 員 会 （ 愛 知 教 育 大 学 ） 22 日 理工学研究科博士 前 期 課程理学部会 （ 臨 時 ）

30 日 人事教授会 排水安全委員 会

理学部 案 内 編 纂 委 員 会

経 j斉 寸品＇－＜，・
28 日 学 部 入 試改 善 委 員 会

30 日 理工学研究科博士 後 期 課程 部 会

4 月 6 日 コ ン ピ ュ ー タ 管 理 運営 委 員 会

7 日 博 士 課 程 設 置 検討 委 員 会
工 学

学 部 留 学生 委 員 会

学 部 教務 委 員 会 4・月 7 日 学部教務委員 会

学 部 入 学 方 法 検討 委 員 会 8 日 教授会

8 日 人 事教授会 専任教授会

研 究科 委 員 会 理工学研究科博士前期 課程工学部会

教授会 工学研究科博 士 後 期 課程 委 員 会

13 日 前 学 期 授業 開 始 学部運営 委 員 会

学 部 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 10 日 3 年 次編 入 学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

15 日 就職 ガ イ ダ ン ス 13 日 授 業 開 始

学 部 図 書 委 員 会 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン

21 日 学 部 入 学 方 法 検 討委 員 会 補 修 ガ イ ダ ン ス

学 部 教務 委 員 会 15 日 学 部 図 書 委 員 会

22 日 広 報 委 員 会 理工学研究科委員 会 （ 特 別 ）

人 事教授会 16 日 電 子 広 報 委 員 会

教授会 20 日 入学試験検 討 委 員 会

モ ス ク ワ 大 学 と の 学 部 間 学 術 交 流 協 定 調 印
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（ モ ス ク ワ 大学 ）

21 日 学部教務委 員 会

22 日 教授会

専 任 教授 会

工学研究科 委 員 会

理 工 学研 究科博士前期課程工学部会

30 日 理 工 学研究科博士後期課程部会

附 属 図 書 館 ｜
4 月 23 日 ～ 24 日

品ム'T-

第 49回 北信越 地 区 国立大学 図書館協議会

（ 福 井大学 ）

地域共同研究セ ンター

4 月 17 日 運 営 委 員 会 （ 持 ち 回 り ）

幸E 第 400号

保健管理センター

4 月 10 日 エ イ ズ 講 演 会

13 日 学生定期 健 康 診 断 （ 新 入 生 教 育 学 部 ， 経 済

学 部 ）

1 5 日 学生定期 健 康 診 断 （ 新 入 生 人 文学部 ・ 理 学

部， 工学部 ）

17 日 学生定期 健 康 診 断 （ 大 学 院 生 ）

20 日 学生定期 健 康 診 断 （ X 線 間 接 撮 影 ）

21 日 学生定期 健 康 診 断 （ X 線 開 接 撮 影 ）

22 日 学生定期健康診断 （ 工 学 部 ）

23 日 学生定期 健 康 診 断 （ 大 学 院 生 ）

24 日 学生定期 健 康 診 断 （ X 線 間 接 撮 影 ）

27 日 学生定期 健 康 診 断 （ X 線 間 接 撮 影 ）

28 日 学生定期 健 康 診 断 （ X 線 間 接 撮 影 ）

30 日 学生定期 健 康 診 断 （ X 線 開 接 撮 影 ）
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